
事例 12  埼玉県鴻巣市  ～期日前投票の投票時間の弾力化～ 

 

 市 の 面 積 ： 67.4km2 

 市 の 人 口 ： 118,072 人（Ｈ27 年国勢調査） 

 選挙人名簿登録者数： 100,700 人（Ｈ28 参（選挙時登録）） 

 投 票 所 数 ： 33 箇所 

 期 日 前 投 票 所 数 ： 4 箇所（公共施設） 

 直 近 選 挙 の 投 票 率 ： 53.79%（Ｈ28 参）47.90％（Ｈ27 市議）56.45％（Ｈ26 衆） 

 18、19 歳の投票率： 18 歳：57.85％、19 歳：47.49％（Ｈ28 参） 

 

 
鴻巣市では、平成 28 年の参議院議員通常選挙時に投票区の統廃合を実施し、これによって従来の

35 投票区あった投票区が 33 投票区へと減少した。その背景として投票区ごとの選挙人数がアンバ

ランスであったことがあげられる。投票区が減少した結果、従前よりも投票区までの距離が遠くなっ

てしまう選挙人が生じることとなった。 

このような背景から、住民サービスの低下を招かないよう対策をとる必要がでてきた。期日前投票

所はすでに本市に 4 カ所設置されており、近隣の団体をみても概ね適正数と考えていたため、期日前

投票時間の弾力的な設定、特に終了時刻の繰り下げに取り組むこととした。投票終了時刻の繰り下げ

については、今般試験的な取組として、30 分延長することを決めた。 

投票区の統合にあたっては、1 年ほど前から検討を重ねてきたが、平成 28 年 4 月に開催した選挙

管理委員会で投票区の統廃合を決定し、同時に 4 月から公職選挙法改正により、期日前投票所の投票

時間の設定が弾力化されたことから、投票時間を延長することを決めた。 

 

 

【実施概要】 

今回の参院選においては、期日前投票所として「鴻巣市役所」「吹上生涯学習センター」「川里生涯

学習センター」「市民活動センター」の４投票所を設置した。実施概要は、次表のとおり。なお、市

民活動センターのみが、9 時から開始となっている理由は、当センターが 9 時からオープンするため

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容 

取組に至る経緯 
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期日前投票(投票時間の弾力的な設定)と実施概要 

期日前投票所 期間 投票時間 20 時から 20 時
30 分までの利用

者数 

鴻巣市役所 
6 月 23 日(木)～ 

7 月 9 日(土) 
8 時 30 分～ 

20 時 30 分 

49 人 

吹上生涯学習センター 7 月 2 日(土)～ 

7 月 9 日(土) 

48 人 

川里生涯学習センター 10 人 

市民活動センター 
6 月 23 日(木)～ 

7 月 9 日(土) 

9 時～ 

20 時 30 分 
101 人 

 

【事業費】 

事業費は、約 12 万円程度であり、市職員人件費と人材派遣費用のみである。 

人員配置数は以下のとおり。 

期日前投票所の配置人員数 

期日前投票所 市職員 人材派遣 

鴻巣市役所 2 人 5 人 

吹上生涯学習センター 2 人 5 人 

川里生涯学習センター 2 人 4 人 

市民活動センター 2 人 5 人 

 

【市民への周知方法】 

市ホームページ及び本市が発行をしている「選管だより」を公示の 2 日前に新聞折込により市民に

配布し、周知を図った。「選管だより」は、タブロイド版 4 ページにわたるもので、内容は、投票日

時・場所等の概要、時間延長を行った旨、手続き、投票区一覧などが記載されている。「選管だより」

は後出のとおり。なお、投票区の統廃合の対象となった選挙人に対しては、通知書の配布や、ポスタ

ー掲示板を活用して周知を図った。 

 

【職員への説明会】 

期日前投票時間の延長にあたって、職員に対して事前に事務説明会を実施し、趣旨の説明を行った。

従事時間が増えることに対しては、特にクレームもなく理解してもらった。 
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期日前投票所の場所 

 

 

 

4 か所の期日前投票所のうち、川里生涯学習センターでは、20 時以降の投票者数が７日間で 10 人

であった。投票機会の創出や有権者の利便性の向上に努める必要はあると思われるが、費用対効果の面

からも今後検証していく必要がある。一方で、鴻巣駅周辺に位置する「市民活動センター」では、20

時以降の投票者数が 17 日間で 100 人を超えたことから、ある程度の効果はあったと考えられる。 

なお、期日前投票者数全体に対する 20 時以降の利用者数の割合は 1.4％程度である。 

 

 

今回の期日前投票時間の延長の導入は、試行的な位置づけで実施したものであり、またすでに述べた

ように期日前投票所によって利用者数に差がみられることから、全ての期日前投票所で時間延長を行う

かどうか、延長時間をどのくらいに設定すればよいかなどは、引き続き検討していく予定である。 

しかし、時間延長に取り組んで、市民への周知が不十分であればあまり効果がないため、時間延長に

取り組んだ場合にはホームページや広報紙などを利用し、市民に対して事前の周知をしっかりと行って

いきたい。 

鴻巣市役所

吹上生涯学習
センター

市民活動センター

川里生涯学習
センター

鴻巣駅

吹上駅

今後の課題、取組の考え方 

 

取組の実績・効果 
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